
建設リサイクル統合システム（クレダス）の廃止に伴う対応方針について 

平成 30年 3月 31 日をもって建設リサイクルデータ統合システム「クレダス」

が廃止されることが、中部地方建設副産物対策連絡協議会事務局（国土交通省）

より通知されました。これを受けまして、平成 30 年度以降は、建設副産物情報

交換システム「コブリス」により、同様の業務を実施します。 

１． クレダスとは（CREDAS：Construction REcycle DAta integration System） 

クレダスは、国土交通省が運営している建設リサイクル統合システムです。 

国の「建設副産物適正処理推進要綱」及び「建設リサイクルガイドライン」に

基づき、土砂、アスファルト混合物などの建設資材を現場搬入する場合には「再

生資源利用計画書・実施書」を作成し、建設発生土、コンクリート塊などの建設

副産物を現場から搬出する場合には「再生資源利用促進計画書・実施書」を作成

することが義務付けられており、その入力や集計を行うシステムとして、平成 14

年から利用してきました。 

国が実施している建設副産物実態調査などの報告にもクレダスを用いていま

す。 

２． コブリスとは（COBRIS:Construction Byproducts Resource Information interchange System） 

コブリスは、（一社）日本建設情報総合センター（ＪＡＣＩＣ）が運営する建

設副産物情報交換システムです。 

クレダスと同様の機能が含まれており、受発注者が入力や確認をオンライン

上で行うことができます。また、登録された情報は受発注者のみならず、国の機

関でも活用できるため、とりまとめや報告が不要となり、事務量や書類の削減が

見込まれます。 

３．クレダスとコブリスの違い 

 クレダス コブリス 

利用 

契約 
無料 有料(平成３０年度無料) 

利用 

方法 
国のＨＰよりインストール オンライン上 

帳票

作成 
○ 

○ 

クレダスと同じ操作性 

ﾁｪｯｸ 

機能 
○ 

○ 

チェックリストの出力が可能 


